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で (Kanamori, 1972, 1973) 、手つかずのままとなっていた。 
 京都大学の強震動研究の第 2 のブレークスルーは、1948 年福井地震の被災地において、弾性波探査
により地震被害が軟弱地盤に集中することを明らかにしたことである（吉川, 1949）。この地震の 4 年後
の 1952 年に、京都大学の付置研究所として 3 つの部門からなる防災研究所が設置され、強震動の研究
は第 1 部門の「災害の理工学的研究」の 1 つとして続けられことになった。その後、防災研究所は、地
震、火山、気象、地盤、水災害など、種々の自然災害を対象とする研究部門・研究センターを拡充して
いった。その 1 つとして、1963 年に第 1 部門を改称して、地震動部門を設置し、そこでは地震による
地震動の生成・伝播および地震動による災害を中心とした研究が行われることになった。部門の名称と
して、「地震動」という新たな用語を用いたことで、「地震」とは区別して「地震による地面の揺れ」を








強震動観測を行った。この研究の最終年度の 1980 年に、伊豆半島東方沖地震（Mj 6.7）が起こり、震






型強震計による小地震の記録を用いたことにより、記録自体が 1 秒よりも長い周期帯域で十分なSN 比
を持っていたために、小地震の記録により大地震の強震動の合成が可能となった。 
 京都大学の強震動研究の第 4 のブレークスルーは、1991 年に発足した関震協（関西地震観測協議会）
の設立と同協議会による京阪神地域における速度型強震計による強震動観測網の設置にある。その直後

























1934 年ではあるが、今村式（固有周期 10 秒、倍率 2 倍）に比べて、周期が長く、倍率も低い（固有周
期 25 秒、倍率 1.1 倍）という変位型強震計として有利な特徴を有していた。大震計による最初の記録
は、1936（昭和 11）年 2 月 21 日に発生した、河内大和地震（Mj 6.4）で、その波形記録と観測の様子
が記された自筆の手紙があることが京都大学の防災研究所の技術報告（浅田,1993） に報告されている。
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